






































 時間知覚の研究分野をリードしてきたモデルとして，Scalar Expectancy 






























































討するために，ターゲットと前後刺激の刺激間間隔 (Inter-Stimulus Interval: 
ISI) を操作して検討した。 
 研究 1 実験 1a,b では，ターゲットとして丸と三角形 (300, 500, 700, or 900 
ms)，前後刺激として白黒のチェッカーボード (50 ms) を提示して，時間再
生法とカテゴリー評定法を用いて検討を行った。その結果，ターゲットと前
後刺激の ISI が 0 ms の条件では，前後刺激が提示されずターゲットのみが提
示される条件と比較して，知覚時間が短縮するという新たな現象 (前後刺激
による時間短縮効果) を発見した。ISI 100, 300 ms の場合には，知覚時間の
伸長効果も短縮効果も生起しなかった。また，ISI が 17 ms でも，前後刺激に
よる時間短縮効果は生起しなかった (研究 1 実験 2)。研究 1 実験 3 では，タ
ーゲットとして充実時程 (一つの刺激のオンセットからオフセットまでの判
断) ではなく，空虚時程 (一つ目の刺激のオフセットから二つ目の刺激のオ
ンセットまでの判断) を用いて，同様の問題を検討した。その結果，ISI 0 ms
の条件では前後刺激は知覚時間に影響せず，ISI 100, 300 ms 条件では，前後
刺激は知覚時間を伸長させていた。これは実験 1a,b とは異なる結果である。





 研究 2 では，前後刺激による時間短縮効果の頑健性を確認することを目的
とした。その結果，ターゲットの提示時間が 1000 ms を超えても (研究 2 実
験 1)，ターゲットとして白黒のチェッカーボード，前後刺激として丸と三角
形を使用しても (研究 2 実験 2)，前後刺激による時間短縮効果は生起するこ







 第 3 章「前後刺激による時間短縮効果における空間選択性」では，研究 1
で見られた前後刺激による時間短縮効果の空間的特性を検討した。近年の時
間知覚の先行研究から，視覚的時間知覚に寄与するメカニズムが空間選択性





 研究 3 実験 1 の結果から，前後刺激による時間短縮効果は，前後刺激とタ
ーゲットが同位置に提示された時のみ生じ，それらの刺激が異なる位置に提













たがって，研究 3 実験 1 の Different 条件で時間短縮効果が生起しなかったの
は，眼球運動による伸長効果と前後刺激による短縮効果が，お互いに効果を
打ち消しあったためではないことが示唆された。 










 第 4 章「前後刺激による時間短縮効果に対するその形態的特性の影響」で
は，前後刺激とターゲットの形態的特性を操作した上で，前後刺激による時
間短縮効果が生起するかどうか検討した。知覚的群化の代表的なものとして











 ターゲットの刺激はこれまでの研究同様，黒色の丸  (◯) か三角形  (△) 
であった。ターゲットと形態的類似性が低い前後刺激として白黒のチェッカ
ーボード，ターゲットと形態的類似性が高い前後刺激として，黒い丸 (●) か













































 研究 5 実験 1 では，課題無関連な聴覚刺激をターゲットである視覚刺激の
前後に提示し，それら刺激間の ISI を操作した。ISI は 0, 100, 200, 300, 400 ms,
のいずれかだった。まず，ISI が 0 ms の場合に，知覚時間の短縮効果が見ら










覚的に群化されることが必要であることが示唆された。研究 5 実験 3 では，





 研究 5 から，前後刺激による時間短縮効果は多感覚事態でも生起すること，
ISI に応じて時間伸長効果も生起する場合があることが示された。また，この
ような聴覚刺激による時間伸縮効果は，ターゲットである視覚刺激と課題無
関連な聴覚刺激間で生じる知覚的 (感覚間) 群化に基づくことが示唆される。 
 























Readout Model (NRM) が提唱されている。前後刺激が視覚刺激の場合の時間
短縮効果は，知覚的群化によって神経応答量が減衰することで生じたのかも
しれない。二つの刺激が連続して提示された場合，二つ目の刺激に対する第
一次視覚野の神経応答が抑制されること，さらに，二つの刺激が知覚的群化
によってまとめられると，神経応答が小さくなり，符号化が容易になること
も報告されている。よって，ターゲットとその直前，直後に提示される刺激
が知覚的群化によってまとめられ，ターゲットに対する神経応答は小さくな
ったために，知覚時間の短縮が生起した可能性がある。一方，聴覚刺激によ
る知覚時間の伸長効果に関しては，時間腹話術効果が生起する際に後頭葉付
近の電気活動が減衰することが示されている。しかし，本研究では時間腹話
術効果によって知覚時間の伸長が生起したため，神経活動量が少なければ知
覚時間が短くなるとする NRM の予測とは合致しない。また，一般的に視覚
刺激と時間的に近接して聴覚刺激が提示されると，上側頭皮質の活動がより
有意に賦活することが知られている。しかし，本研究では，聴覚刺激の提示
によって視覚刺激の知覚時間が短縮するという結果も得ているため，これも
NRM の予測とは合致しない。今後は，聴覚刺激の提示によって知覚時間が伸
縮するという現象の脳内基盤を探る検討を行った上で，NRM と多感覚的時
間知覚の関連を探る必要がある。 
 先行研究では，ターゲットと課題無関連な刺激が同時に提示される場合を
想定して，知覚的群化と時間腹話術効果のプロセスが内的時計段階に先立つ
という SET モデルが提唱されている。このモデルを，本研究で得られた結果
と先行研究で得られた知見をもとに改変し，感覚内と感覚間での知覚的群化
を含めた新しい SET モデルを提唱した。このモデルでは，入力されたターゲ
ットと前後刺激の提示されたモダリティ，それらの知覚的群化に応じて，ス
イッチの開閉タイミング，ペースメーカーの速度が調整されることを想定し
た。 
 以上述べてきたように，本研究では，これまであまり検討されてこなかっ
たターゲットの前後に提示される課題無関連な刺激 (前後刺激) が，その知
覚時間に及ぼす影響を検討した。また，ターゲットと課題無関連な刺激との
知覚的群化がその影響を調整するかどうかも検討した。その結果，ターゲッ
トと前後刺激 (視覚刺激) が時空間的に近接して提示された場合のみ，前後
刺激が提示されない条件と比較して，知覚時間が短くなることが示された。
また，前後刺激とターゲットの形態的類似性に関わらず，この効果は生起す
ることが示された。前後刺激として聴覚刺激が提示された場合には，刺激間
間隔に応じて，知覚時間の短縮効果だけでなく，伸長効果も生起した。さら
に，視覚刺激の前後に聴覚刺激を複数提示して，聴覚内で知覚的群化が生起
するような状況では，聴覚刺激による知覚時間の伸縮効果は生起しないこと
も明らかになった。これらの結果はターゲットと課題無関連な刺激の知覚的
群化が，時間知覚において非常に重要な役割を担うことを示している。今後
は，この現象の多感覚的特性や，寄与する脳内基盤について検討することで，
より精緻な時間知覚モデルの構築や，その応用に適用可能な知見を提供でき
ると期待される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
